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本
書
は
、｢

延
暦
儀
式
帳｣

の
選
進
以
来
開
始
さ
れ
た
「
神
宮

学
」
に
根
差
し
、「
本
居
宣
長
の
国
学
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
て

中な
か

川が
わ

経つ
ね

雅た
だ

が
樹
立
し
、
薗そ
の

田だ

守も
り

良よ
し

が
継
承
、
足あ

代じ
ろ

弘ひ
ろ

訓の
り

や
橋は
し

村む
ら

正ま
さ

兌と
き

が
発
展
さ
せ
て
、
御み

巫
か
ん
な
ぎ

清き
よ

直な
お

が
大
成
さ
せ
た
近
世
「
神
宮
考

証
学
」」
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、『
皇
太
神
宮
儀

式
帳
』
の
註
釈
書
『
大
神
宮
儀
式
解
』
を
物
し
た
中
川
経
雅
と
、

幕
末
維
新
期
に
神
宮
の
古
儀
復
興
を
実
現
せ
し
め
た
御
巫
清
直
と

に
焦
点
を
絞
り
、
彼
ら
が
考
証
学
を
志
し
た
背
景
、
具
体
的
な
考

証
内
容
、
更
に
は
周
辺
学
者
と
の
学
的
交
渉
関
係
等
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
碩
学
の
足
跡
を
具
に
辿
り
な
が
ら
立
論
し
た
力
作
で
あ
る
。

　

全
五
百
四
十
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
た
め
そ
の
全
貌
を
網
羅
出

来
な
い
が
、
筆
者
が
と
り
わ
け
感
銘
を
受
け
た
論
文
の
一
つ
は
、

第
二
編
「
第
一
章　

経
雅
の
『
大
神
宮
儀
式
解
』
執
筆
」
で
あ
る
。

従
前
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
大
神
宮
儀
式
解
』
執
筆
の
動
機
を
、

「
経
雅
が
禰
宜
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
規
範
や
本

義
を
追
及
す
る
の
に
典
拠
と
な
り
得
る
唯
一
の
根
本
資
料
と
し
て

神
宮
最
古
の
書
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
を
想
定
し
、
こ
の
書
を
研

究
し
そ
の
真
価
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
自
己
の
職
責
を

全
う
で
き
る
と
し
た
決
意
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
べ
き
」
と
喝
破
す

る
。
更
に
、『
大
神
宮
儀
式
解
』
の
記
述
法
が
宣
長
の
『
古
事
記

伝
』
稿
本
に
準
拠
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
か
か
る
記
述
法
が

後
に
展
開
す
る
「
神
宮
考
証
学
」
に
通
底
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
第
三
篇
「
第
一
章　

清
直
の
神
宮
観
」
で
は
、
御
巫
清
直

の
考
証
学
の
根
底
に
、「
神
宮
＝
神
朝
廷
」
思
想
を
見
出
し
、
当

該
思
想
が
神
宮
の
様
々
な
故
実
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
大
き
な

判
断
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

　

い
ず
れ
の
見
解
に
も
通
底
す
る
の
は
、
研
究
史
資
料
を
広
範
に

渉
猟
し
、
そ
れ
を
正
確
に
読
解
、
そ
し
て
堅
実
な
考
察
を
加
え
た

こ
と
の
帰
結
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本

書
自
身
が
ま
さ
に
「
考
証
学
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

吉
川
竜
実
著

『
千
古
の
流
れ
―
近
世
神
宮
考
証
学
―
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
八
年
七
月　

Ａ
5
判　

五
四
〇
頁　

本
体
七
五
〇
〇
円



紹　　介257

紹　　介
　

戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
、
皇
国
の
護
持
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
歴

史
学
者
・
平
泉
澄
博
士
。
そ
の
全
活
動
の
基
底
に
は
、
博
士
独
自

の
神
道
論
・
神
道
観
が
あ
り
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
な
く
し
て
、
博

士
の
活
動
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
、
去
る
平
成

二
十
六
年
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
『
平
泉
澄
博
士
神
道
論
抄
』
の

続
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
正
編
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た

論
文
・
講
演
記
録
等
十
六
篇
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の

刊
行
に
よ
っ
て
、
博
士
の
神
道
論
・
神
道
観
が
、
よ
り
多
角
的
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　

本
書
は
三
部
よ
り
成
る
。
第
Ⅰ
部
「
序
論
」
は
「
神
道
と
国
家

と
の
関
係
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
博
士
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
追
究

し
て
こ
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
、
歴
史
上
の
具
体
的
な
事
例
を

引
き
合
い
に
出
し
て
論
じ
て
い
る
点
に
、
歴
史
学
者
と
し
て
の
博

士
の
真
骨
頂
が
見
ら
れ
る
。
第
Ⅱ
部
「
前
篇　

神
道
史
上
の
人

物
」
に
は
、
博
士
が
探
究
し
続
け
て
き
た
菅
原
道
真
・
明
恵
上

人
・
北
畠
親
房
・
山
崎
闇
斎
・
遊
佐
木
斎
・
谷
秦
山
・
佐
久
良
東

雄
・
真
木
和
泉
守
を
題
材
に
し
た
人
物
論
九
篇
を
収
録
。
そ
れ
ぞ

れ
の
人
物
論
か
ら
、
博
士
の
深
い
敬
慕
の
念
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
熱
烈
な
信
仰
に
生
き
た
人
々
を
、
立
場
の
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
等
し
く
評
価
し
、
そ
の
姿
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き

出
し
て
い
て
、
読
み
応
え
が
あ
る
。
第
Ⅲ
部
「
後
篇　

神
道
を
め

ぐ
る
諸
問
題
」
に
は
、
著
者
の
関
心
が
深
か
っ
た
問
題
を
扱
っ
た

七
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
宮
座
を
論
じ
た
「
神
社

を
中
心
と
す
る
自
治
団
体
の
結
合
と
統
制
」
は
、
博
士
の
名
著

『
中
世
に
於
け
る
社
寺
と
社
会
と
の
関
係
』（
至
文
堂
、
大
正
十
五

年
）
と
併
せ
て
読
ま
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
本
書
に
は
、
博
士
が
谷
省
吾
教
授
に
宛
て
た
書
簡
の
一
節

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
神
道
は
国
家
の
保
護
を
希
求
す

べ
き
で
な
く
逆
に
国
家
の
護
持
を
念
願
と
す
べ
き
事
」
ほ
か
四
箇

条
。
な
か
に
は
神
職
た
る
者
の
資
質
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、

「
著
者
一
生
の
研
究
の
帰
着
点
」（
序
）
と
し
て
、
ま
た
本
書
全
体

を
貫
く
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

平
泉
澄
著
・
日
本
学
協
会
編

『
続
　
平
泉
澄
博
士
神
道
論
抄
』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
八
年
八
月　

Ａ
5
判　

三
三
〇
頁　

本
体
三
五
〇
〇
円
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明
治
の
宗
教
者
（
と
り
わ
け
仏
教
者
）
た
ち
は
、
自
ら
の
立
脚
点

と
す
る
宗
教
的
境
涯
と
、
世
俗
倫
理
と
の
結
節
点
を
ど
の
よ
う
に

見
出
し
た
の
か
。
こ
れ
を
、
明
治
国
家
の
〈
倫
理
指
針
〉
と
も
言

う
べ
き
「
三
条
教
則
」
と
「
教
育
勅
語
」
の
衍
義
書
（
解
説
書
）
の

分
析
を
通
し
て
解
明
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。「
三
条
教
則
」「
教

育
勅
語
」
と
も
、
厖
大
な
数
の
衍
義
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

著
者
三
宅
守
常
氏
は
、
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
・
同
教
育
制

度
研
究
所
編
『
教
育
勅
語
関
係
資
料
』
全
十
五
巻
（
創
文
社
、
昭
和

四
十
九
年
～
平
成
三
年
）、
明
治
聖
徳
記
念
学
会
編
『
三
条
教
則
衍

義
書
資
料
集
』
全
三
巻
（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
平
成
十
九
年
）
の

編
集
に
関
わ
り
、
両
衍
義
書
の
研
究
で
は
第
一
人
者
と
言
え
よ
う
。

　

本
書
は
全
三
編
。
第
一
編
「
三
条
教
則
と
仏
教
僧
」
で
は
、
仏

教
僧
に
よ
る
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
が
考
察
さ
れ
る
。
大
き
く
神

道
的
解
釈
に
従
属
的
な
「
追
随
型
」、
各
自
の
教
義
的
立
場
を
区

別
し
よ
う
と
す
る
「
区
別
型
」（
そ
の
変
則
型
で
あ
る
「
信
仰
信
念
貫

徹
型
」
を
含
む
）、
神
仏
の
融
合
を
主
張
す
る
「
会
通
型
」、
神
道

に
批
判
的
な
「
批
判
型
」
の
四
類
型
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し
、

仏
教
側
に
と
っ
て
「
三
条
教
則
」
が
押
し
つ
け
で
あ
っ
た
と
す
る

通
説
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。
第
二
編
「
教
育
勅
語
と

仏
教
僧
」
で
は
、
主
に
真
宗
僧
の
「
教
育
勅
語
」
衍
義
書
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
伝
統
的
宗
乗
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
「
第
一
類
型
」、

宗
教
一
般
か
ら
解
釈
す
る
「
第
二
類
型
」、
通
仏
教
的
な
立
場
か

ら
解
釈
す
る
「
第
三
類
型
」
を
提
示
し
て
い
る
。
同
じ
真
宗
僧
で

も
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
三
編
「
教
育
勅
語
と
宗
教
者
」
で
は
、
明
治
期
の
石
門
心
学
の

動
向
と
、
石
門
心
学
と
ロ
シ
ア
正
教
の
立
場
か
ら
の
「
教
育
勅

語
」
衍
義
書
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
精
神
界
、
ま
た

仏
教
者
以
外
の
宗
教
者
が
、「
教
育
勅
語
」
に
い
か
に
対
峙
し
た

か
が
論
じ
ら
れ
る
。

　

個
々
の
衍
義
書
へ
の
興
味
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
全
編
を
通
し

て
通
説
を
打
破
せ
ん
と
す
る
意
欲
が
横
溢
し
て
お
り
、
刺
激
に
満

ち
た
一
冊
で
あ
る
。

三
宅
守
常
著

『
三
条
教
則
と
教
育
勅
語
―
宗
教
者
の
世
俗
倫
理
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
七
年
六
月　

Ａ
5
判　

三
四
三
頁　

本
体
五
〇
〇
〇
円


